
② サービス業 

 

全体的にマイナス基調が続き増加傾向にある。利用客、客単価の減少により売上高の減少、併せて採

算の悪化が続いている。従業員は前回調査に比べマイナスポイント幅は減少した。 

 

前回調査と比べ、業況は－23.9ポイント減少、採算は 28.6ポイント増、従業員は横ばい状況。 

 

売上額 客単価
利用客

数

資金繰

り

仕入単

価
採算 従業員

外部人

材
業況

前年同期比 -30.0 -15.0 -30.0 -10.0 45.0 -25.0 -10.0 -5.0 -35.0

前期比 -20.0 -20.0 -30.0 -10.0 55.0 -20.0 0.0 -5.0 -25.0

来期の見通し -20.0 -20.0 -25.0 -25.0 45.0 -15.0 5.0 -5.0 -30.0
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業況（自社・今期） 採算（経常利益・今期） 従業員充足
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自社の状況（サービス業）



設備投資を実施した事業者は横ばい。今後設備投資を計画している事業所は前回調査より 15.2ポイ

ント増加している。 

   

経営上の問題点１位は「利用者ニーズの変化への対応」で約 22％、第２位に「需要の停滞」、「利用

料金の低下・上昇難」約 17％で続く。 
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今期設備投資 次期設備投資

系列1 15.0% 20.0%
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